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研究成果の概要（和文）：地球規模で展開するグローバル社会運動（＝GSM）は 20 世紀の末か
ら急速に発展した。GSM は、ＷＴＯ閣僚会議やＧ８サミットなど、グローバルなイベントが
開催される場所で見られることが多いが、運動が形成されるダイナミズムやメカニズムについ
てはあまり知られていなかった。本研究では、三年の研究期間を経て、とりわけ GSM のグロ
ーバルな組織化の仕方、行動形成の仕方、また GSM を支える文化的諸要因と行った領域につ
いて、従来の研究を越えた実りある成果を提示することが出来た。

研究成果の概要（英文）：
Global Social Movement (=GSM), a form of civil action that runs throughout the globe, has
emerged in the last decades of the 20th century. Its campaigns and actual activities are
often observed in occasions of international political and economic events, such as the WTO
ministerial and the G8/G20 Summits. Little has been known, however, about the
dynamics and mechanisms in the formation of the GSM. This study has explored the
emergence and the impact of the GSM, investigating from organizational phase, formation
of the protest action, to its cultural factors that lie behind the GSM, and has achieved
several important research findings that will be listed as contributions to the academic
area of sociology and political science.
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１．研究開始当初の背景
グローバル社会運動は、近年急速に発達した
運動である。そのため、どのようにして運動
が組織化され、どのような人が参加するのか、
また運動が参加者にどのような影響を及ぼ
すかについて、十分な理解が得られていない。
GSM に特有の、国境を越えたネットワーキ

ングプロセスやアクション・ダイナミックス
を捉える研究が渇望されていた。

２．研究の目的
(１)グローバル社会運動生成の追求：運動組
織がネットワーキングを通して連帯を創り
上げていくプロセスと連帯形成後に機能分
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化するプロセスを解明する。
(２)参加運動主体間ダイナミックスの追求：
他国から多様な人びとが集合することから
生まれるダイナミズムを解明する。
(３)参加者にもたらされる影響の追求：多様
な参加者の混合により起こる意識やアイデ
ンティティなどの生成や変化を追求する。

３．研究の方法
本研究の特徴の一つは、多様な手法を用いて
グローバル社会運動を包括的に捉えようと
することである。
(１)参与観察：グローバルな運動キャンペー
ンの現場にてネットワーキングやグループ
間ダイナミックスを観察する。
(２)インタビュー：運動リーダーと一般参加
者へのインタビューを通して、運動の組織化
と参加者の変容を捉える。
(３)質問紙調査：運動イベントやその周辺に
住まう住民への調査を通して、グローバルな
運動がどのような影響を及ぼすのかを解明
する。
(４)歴史的資料：運動イベントを組織した人
たちの社会的背景などを解明する。

４．研究成果

(１)グローバル運動の文化的側面
とりわけ運動の文化的側面について、大きな
学問上の成果があった。グローバルな運動の
参加者がどのような動機付けを持って参加
するのかについて、今までは、たとえば、環
境や人権などグローバルなイッシューに動
機付けられた人たちがグローバルな運動に
集まると考えられていた。しかし、グローバ
ルな反戦平和運動の分析からは、歴史的かつ
ローカルな動機付けを持った人たちがグロ
ーバルな運動に参加する場合もあることが
わかった。

他方、キャンペーンレベルで観察すると、
運動を組織するリーダーたちのグローバル
なメンタリティが、運動キャンペーンの質を
左右することがわかった。すなわち、グロー
バルなメンタリティを持つリーダーのいる
キャンペーンでは運動はグローバルになり、
他方、ローカルなメンタリティをもつリーダ
ーが中心となるキャンペーンでは運動はロ
ーカルかつ小規模なものになる。

これらの結果を総合すると、運動参加のメ
ンタリティは重層的で、かつレベルによって
多様であることがわかった。

また集合アイデンティティについても、グ
ローバルな社会運動では希薄なものとなる
ことが確認された。この結果は、多様な言語
を話す人びとが集まる結果、キャンペーンの
主張は単純明快なものになりやすい、という
当初の予想通りであった。

(２)グローバル運動の組織的側面
またグローバルな運動の特徴とされる、組

織的参加を前提としない参加も存在するこ
とが確認された。特にアナキズム系活動家、
そしてグローバルに活動を行なう個人は、次
のキャンペーンが開催される場所に入り、そ
の地で、あるいはキャンペーンに参加する瞬
間にグループを作り活動する、という光景が
見られた。

他方、グローバルに活動する個人の中で、
一つのキャンペーンから別のキャンペーン
に移動する複数の個人も観察された。これら
の個人は、世界中のどの町でキャンペーンが
行なわれようと、登場する。彼らは相互に顔
見知りになり、緩やかなネットワークを形成
していた。

通常、キャンペーンを組織化する際には、
キャンペーン開催地の地元あるいは当該国
の市民活動団体や運動リーダーが、国際市民
グループないしは国内諸団体との調整をお
こなう。このようにして国境を越えて活動家
を招致する仕組みができあがることがわか
った。また、キャンペーンのグローバル化に
は、「インフォツアー」などさまざま手法を
編み出しながら、努力がなされている状況で
あることも観察された。

一つのキャンペーンに限定してみると、お
およそどこのキャンペーンでも、NGO 系団体
と社会運動系団体との間に溝があった。この
溝こそが、グローバルな運動のあり方を規定
していると推測される。

（３）運動の影響
運動が一般社会に及ぼす影響についても、大
きな学問上の収穫を見た。今まで社会運動研
究では、運動が周囲の人にどのように見られ
ているかについての考究が乏しかった。本研
究の対象であるグローバルな社会運動は、一
つ一つの運動キャンペーンが大規模なもの
であるゆえに、周辺住民に与える心理的影響
には大きなものがある。

調査の結果、一般住民のなかにも、いくつ
かの反応があることがわかった。まず、キャ
ンペーンはそれが行なわれる当該地域を有
名にするとの積極的反応があった。他方、運
動が地域内を騒擾状態にするのではないか
という不安反応があった。これらの反応を示
した一般人以外に、運動を行なう参加者に積
極的な賛意と同感を示す一般人もいた。これ
らの人びとの「温度差」が、周囲の一般社会
が運動を受け入れる程度の差になって現れ
ると考察される。Ｇ８洞爺湖サミットの際の
グローバルキャンペーンとその後の海外で
のグローバルキャンペーンを比較観察して
みたところ、日本では運動と運動外部との間
の境界が比較的はっきりしていることがわ



かった。すなわち日本のグローバル運動は周
囲の一般住民から「孤立」した状態でなされ
ている。

(４)運動とメディア
メディアが運動の一部となることは従来か
ら指摘されてきた。しかし、グローバルな社
会運動では、独立系メディアが、より大きな
働きをすることがわかった。まず情報の搬出
路が YouTube など多岐にわたって世界中に網
の目を張る状況であること、さらのキャンペ
ーンの現場で多様な国からのメディアが交
錯して活動することなどから、情報の交換が
世界レベルで瞬時に行なわれる状況がある。
更に現地のキャンペーンサイトでの情報は
すぐに本国に送付される。これらの過程を総
合すると、グローバルな独立系メディアは、
運動を「リフレクシブ」なものと特徴付ける
ことに大いに役立っている。

(５)運動の当事者
運動に参加することとはいかなることか。本
研究では、ある活動家の経験を通して、個の
意味を探求する機会を得た。けだし、グロー
バルな運動に当事者として関わることは、自
分が自らの体に貼付けて生きてきた諸々の
「アイデンティティ」指標を引きはがしなが
ら、生きることでもあった。それは、グロー
バルな運動キャンペーンに参加して、共通の
言語を持たない、かつ出自も知らない初対面
の相手を最初から「信じること」からスター
トする。そして唯一見つけた共通点は、「空
腹と食べたいという欲求」であったという。
運動が当事者としてそこからスタートする
かどうかはさらなる考究が必要だが、グロー
バルな運動は、そこに参加する当事者を、こ
のような領域にまで連れて行く可能性を秘
める。

(６)グローバル運動の理論
グローバルな社会運動が急速に進展した社
会的背景についても、本プロジェクトは考察
を行なった。進展の背後にある要因のひとつ
は「情報社会」という現代社会の特性である。
個人や社会集団ではなく、情報そのものが社
会のノードとなり、そこに人びとが集まると
う社会構成のあり方がグローバル運動の背
後に見える。また「公共」のあり方が変動し
たことも背後にある。すなわち「公共」が単
に国境を越えて形成されたことのみならず、
それが、従来は異質とされ社会的に排除され
ていたものまでその構成単位として受容す
るという質的な変化を経験している。こうし
たことがグローバルな社会運動生成の根底
にある。

(７)運動の新しい「質」

総じて、グローバル社会運動は、従来の運動
にはなかったいくつかの形質を有している
と結論づけられよう。それは、個人レベル、
そしてキャンペーンレベルでの組織構成の
あり方、その中に当事者として、あるいは一
般人として、あるいは組織として参加する参
加者に一様の新しい経験を強いる。また、運
動を創り出す過程で、ローカルで歴史的な動
機付けを援用することもあれば、まったく新
しい「グローバル」なメンタリティを保有す
る事もある。これらのことは、従来の運動に
は見ることが出来なかったものである。
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